
七。

唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師

京
都
女
子
大
学

森

田

員

円

一
、
は
じ
め
に

善
導
教
学
の
背
景
に
は
、
様
々
な
要
素
と
そ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
は
、
師
で
あ
る
道
悼
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
観
経
』
を
通
し
て
時
機
相
応
の
海
土
教
教
義
の
内
容
を
説
示
さ
れ
た
こ
と
が
善
導
教
学
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
次
に
、
善
導
の
主
著
で
あ
る
『
観
経
四
帖
疏
」
に
お
い
て
、
「
諸
師
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
聖
道
諸
師
方
の
観
経
解
釈
で
あ
る
。

中
で
も
、
陪
の
六
大
徳
と
呼
ば
れ
、
釈
義
の
高
祖
と
称
さ
れ
る
浄
影
寺
の
慧
遠
の
影
響
は
見
逃
せ
な
い
。
善
導
の
『
観
経
四
帖
疏
」
に

は
慧
遠
の
「
観
経
疏
」
と
全
く
同
丈
が
見
ら
れ
、
或
い
は
慧
遠
の
釈
義
に
基
づ
い
た
考
察
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る

「
古
今
橋
定
」
を
行
う
に
際
し
、
慧
遠
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
に
相
違
な
い
。

こ
の
よ
う
な
善
導
浄
土
教
の
思
想
的
系
譜
と
は
別
に
、
善
導
が
生
き
た
唐
初
の
時
代
状
況
も
ま
た
、
卦
宜
早
埠
寸
教
学
の
背
景
を
窺
う
際
に

考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
最
初
に
、
規
律
の
緩
み
が
ち
で
あ
っ
た
唐
初
の
仏
教
界
に
お
い
て
、
南
山
律
宗
を
興
し
、
厳

格
な
戒
律
の
実
践
を
提
唱
し
た
道
宣
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
道
宣
よ
り
十
七
歳
年
下
の
善
導
は
、
同
じ
く
終
南
山
に
居
し
、
道
宣
の

具
体
的
実
践
的
な
仏
道
を
見
聞
き
し
た
に
違
い
な
い
。
善
導
が
浄
土
教
行
儀
の
具
体
的
実
践
を
積
極
的
に
提
示
し
た
こ
と
と
の
関
連
が
、



善
導
の
戒
律
に
関
す
る
論
述
な
ど
か
ら
窺
え
る
の
で
あ
る
。
或
い
は
ま
た
、
道
紳
一
不
寂
の
年
、
国
中
の
歓
呼
の
声
を
受
け
て
帰
国
し
た

玄
実
に
よ
っ
て
、
将
来
し
た
多
く
の
経
論
書
の
翻
訳
と
い
う
国
家
的
大
事
業
が
大
慈
思
寺
に
お
い
て
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
大
慈
恩
寺
に

善
導
が
住
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
玄
実
の
事
業
に
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
ま
た
、
善
導
と
同
じ
く
長
安
光
明
寺
に
て
説
法
さ
れ
て
い
た
三
階
教
に
対
し
て
、
教
義
的
な
論
争
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指

（

4
）
 

摘
も
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
唐
初
の
仏
教
界
の
様
相
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
に
伝
来
し
た
景
教
が
善
導
に
影
響
を
与
え
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
推
論
も
さ
れ
て
い
る
。
景
教
と
は
、

一
般
に
ネ
ス
ト
ル
教
（
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
）
と
呼
ば
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
一
派

で
あ
る
が
、
こ
の
景
教
の
伝
来
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一
六
二
五
年
、
西
安
の
近
く
で
偶
然
に
「
大
秦
景
教
流
行
中
国

碑
」
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
で
あ
る
。
こ
の
「
碑
文
」
に
は
、
唐
初
の
貞
観
九
年
（
六
三
五
）
に
大
秦
固
阿
羅
本
が
中
国
に
景
教

を
伝
え
、
太
宗
皇
帝
は
来
賓
、
と
し
て
歓
迎
し
た
と
あ
り
、
そ
の
後
、
長
安
の
義
寧
坊
に
大
秦
寺
が
建
て
ら
れ
、

や
が
て
第
九
代
徳
宗
の

建
中
二
年
（
七
八
二
に
こ
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
善
導
が
長
安
に
居
た
と
考
え
ら
れ
る
貞
観
年
中
に
景
教
は
確
か
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
大
秦
寺
も
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、

本
稿
で
取
り
あ
げ
る
如
く
、
唐
初
の
景
教
と
善
導
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
に
基
づ
く
の
か
、
巷
問
、
景
教
と
浄
土
教
と
の
関
連
が
推
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
最
近
の
一
般
書
に
お
い
て
も
、

（

5）
 

「
善
導
が
景
教
徒
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
、
《
救
い
主
へ
の
信
仰
に
よ
る
救
い
》
の
観
念
を
深
め
た
こ
と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い

う
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
「
京
都
西
本
願
寺
に
は
、
親
鷲
上
人
も
学
ん
だ
と
い
う
景
教
の
教
典
『
世
尊
布
施
論
」
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は

（

6）
 

公
聞
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
宝
物
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
鷲
上
人
も
、
景
教
の
書
物
を
読
ん
で
い
た
の
で
す
」
と
ま
で
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
穿
っ
た
意
見
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
指
摘
は
は
た
し
て
穏
当
で
あ
る
の
か
、
唐
初
の
景
教
と

唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師

七



唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師

七

善
導
と
の
聞
に
何
ら
か
の
関
連
が
見
出
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
改
め
て
検
討
を
加
え
る
と
い
う
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
、
唐
初
の
景
教
伝
来

一
般
に
は
キ
リ
ス
ト
教
で
異
端
と
さ
れ
た
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
系
統
の
も
の
を
指
す
。
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
と
は
、
キ
リ

（

7）
 

ス
ト
教
の
神
学
論
争
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
の
神
性
と
人
性
に
関
す
る
論
争
に
よ
っ
て
、
異
端
と
さ
れ
て
ロ

l
マ
帝
国
か
ら
追
放
さ
れ

た
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
を
支
持
す
る
人
々
の
こ
と
で
、
そ
の
後
一
派
は
、
シ
リ
ア
か
ら
ペ
ル
シ
ヤ

景
教
と
は
、

（
波
斯
国
）
に
入
り
、
さ
ら
に
東
方
に
教

勢
を
延
ば
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
唐
初
太
宗
の
時
に
中
国
に
伝
来
し
た
の
で
あ
る
。

先
述
の
如
く
、
景
教
の
伝
来
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
は
、
明
の
末
の
天
啓
五
年
（
一
六
二
五
）
に
、
偶
然
発
掘
さ
れ
た
「
大
秦
景
教

流
行
中
国
碑
」
の
碑
文
で
あ
る
。
発
掘
の
場
所
は
大
秦
寺
の
旧
祉
に
あ
た
る
陳
西
省
西
安
西
郊
の
崇
聖
寺
（
通
称
金
勝
寺
）

あ
っ
た
と
い
う
。

の
境
内
で

こ
の
碑
丈
は
波
斯
僧
景
浄
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、

太
宗
丈
皇
帝
。
光
華
啓
運
。
明
聖
臨
人
。
大
秦
固
有
上
徳
。
日
阿
羅
本
。
占
青
雲
而
載
真
経
。
望
風
律
以
馳
穀
険
。
貞
観
九
杷
至

帝
使
宰
臣
房
公
玄
齢
総
仕
西
郊
賓
迎
入
内
。
翻
経
書
殿
。
間
道
禁
聞
。
深
知
正
真
。
特
令
伝
能
。

於
長
安

と
あ
っ
て
、
唐
の
太
宗
皇
帝
の
時
代
、
大
秦
国
の
阿
羅
本
と
い
う
大
徳
が
貞
観
九
年
（
六
三
五
）
に
長
安
に
至
っ
て
景
教
を
伝
え
た
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
太
宗
は
阿
羅
本
を
来
賓
と
し
て
宮
中
に
迎
え
入
れ
、
景
教
の
教
典
が
宮
中
の
書
殿
に
て
翻
訳
・
研
究
さ
れ
、

そ
の
正
し
く
真
な
る
こ
と
を
深
く
知
っ
て
一
般
に
伝
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
碑
文
に
は
、

貞
観
十
有
二
年
秋
七
月
。
詔
日
道
無
常
名
。
聖
無
常
体
。
随
方
設
教
。
密
済
群
生
。
大
秦
国
大
徳
阿
羅
本
。
遠
将
経
像
来
献
上
京
。



詳
其
教
旨
。
玄
妙
無
為
。
観
其
元
宗
。
生
成
立
要
。
詞
無
繁
説
。
理
有
忘
筆
。
済
物
利
人
。
宜
行
天
下
。
所
司
即
於
京
義
寧
坊
造

一
所
度
僧
二
十
一
人
。

と
あ
っ
て
、
貞
観
十
二
年
（
六
三
人
）
七
月
に
出
さ
れ
た
詔
勅
に
は
、
大
秦
国
の
阿
羅
本
は
長
安
に
上
京
し
て
、
聖
書
と
キ
リ
ス
ト
の

大
秦
寺
。

像
を
献
上
し
て
そ
の
教
え
を
説
き
、
役
人
は
長
安
の
西
地
域
の
義
寧
坊
に
大
秦
寺
を
建
立
し
て
、

二
十
一
名
の
景
教
僧
の
得
度
が
正
式

に
認
め
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
碑
文
の
末
尾
に
は
、
こ
の
中
国
碑
建
立
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、

大
唐
建
中
二
年
歳
在
作
壷
太
藤
月
七
日
大
耀
森
丈
日
建
立
時
法
主
僧
寧
恕
知
東
方
之
景
衆
也

と
あ
っ
て
、
唐
の
第
九
代
徳
宗
の
建
中
二
年
（
七
八
二

一
月
七
日
の
日
曜
日
に
建
立
さ
れ
、
時
に
法
主
僧
寧
恕
は
東
方
景
教
の
総
管

長
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

景
教
は
、
唐
初
の
伝
来
時
、
「
最
初
は
波
斯
教
と
呼
ば
れ
、
次
に
粥
施
詞
教
又
は
迷
詩
詞
教
と
称
せ
ら
れ
、
後
に
玄
宗
皇
帝
の
時
代

に
於
て
景
教
と
唱
え
ら
る
る
に
至
り
た
る
事
実
」
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
伝
来
当
初
「
波
斯
教
」
と
い
い
、
そ
の
寺
院
が
「
波
斯

寺
」
と
俗
称
さ
れ
た
の
は
、
景
教
を
中
国
に
伝
来
せ
し
め
た
本
国
が
波
斯
で
あ
り
、
当
時
の
宣
教
師
が
波
斯
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
が
、
そ
れ
が
や
が
て
景
教
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

最
初
に
「
景
教
」
と
い
う
名
称
が
見
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
中
国
碑
文
で
あ
っ
て
、

真
常
之
道
。
妙
而
難
名
。
功
用
昭
彰
。
強
称
景
教
。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
で
は
何
故
に
「
景
教
」
と
名
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
、
佐
伯
好
郎
氏
は
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
て

（日）
い
る
。第

一
に
景
の
字
は
、
光
を
意
味
し
、

メ
シ
ア
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
は
世
の
光
で
あ
る
と
い
う
信
仰
に
基
づ
く
。
第
二
に
景
の
字
は
、

日
と
京
の
二
字
よ
り
成
り
立
ち
、
日
は
太
陽
の
光
、
京
は
大
を
意
味
す
る
為
、
景
の
字
に
は
「
大
い
な
る
光
明
」
の
意
味
を
持
つ
こ
と

唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師

七



唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師

七
四

に
基
づ
く
。
そ
し
て
第
三
に
は
、
「
大
い
な
る
日
」
と
い
う
意
を
持
つ
景
の
字
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
当
時
既
に
長
安
の
上
下

に
流
行
し
て
居
た
「
大
日
教
」
の
勢
力
を
砂
か
ら
ず
「
景
教
」
の
勢
力
扶
殖
に
利
用
す
る
こ
と
を
得
た
こ
と
は
争
ひ
な
き
事
実
で
あ

つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
を
容
易
な
ら
し
む
る
為
に
「
大
日
教
」
と
同
じ
意
の
「
日
大
教
」
を
意
味
す
る

（ロ）

「
景
教
」
と
い
う
名
称
を
使
用
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
景
教
の
字
の
意
味
に
つ
い
て
は
異
論
も
あ
る
が
、
唐
初
の
景
教
と
仏
教
と

る
」
と
し
て
い
る
。

の
関
連
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
景
教
と
大
日
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
古
同
楠
順
次
郎
氏
が
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
（
般
若
伝
一
七
）
の
記
述
に
、
波
斯

僧
景
浄
が
、
般
若
三
蔵
法
師
と
共
に
密
教
経
典
の
『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
」
七
巻
を
共
訳
せ
ん
と
し
た
と
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、

景
教
と
密
教
の
繋
が
り
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
も
関
連
し
て
い
る
。

コ
コ
景
教
経
典
と
仏
教

景
教
の
教
え
の
内
容
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
景
教
典
籍
が
見
ら
れ
る
。
前
述
の
「
大
秦
景
教
流
行
中
国
碑
」
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
敦
憧
の
千
偽
洞
莫
高
窟
か
ら
出
土
し
た
と
さ
れ
る
も
の
が
数
種
あ
る
。
こ
れ
ら
の
典
籍
を
検
討
し
、

『
序
聴
迷
詩
所
経
」
『
一
神
論
』
の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
を
出
版
さ
れ
た
羽
田
亨
氏
は
、
そ
の
『
一
神
論
」
の
「
解
説
」
に
お
い
て
、

唐
代
に
於
て
景
教
典
籍
の
伝
訳
せ
ら
れ
た
る
も
の
少
な
か
ら
ざ
り
し
こ
と
明
ら
か
な
れ
ど
も
、
其
の
今
日
に
伝
え
ら
る
る
も
の
に

至
り
で
は
僅
か
に
五
種
を
数
え
る
に
過
ぎ
ず
。
大
秦
景
教
三
威
蒙
度
讃
は
其
の
一
な
り
。

経
は
其
の
三
な
り
。
志
玄
安
楽
経
は
其
の
固
な
り
。
官
一
元
至
本
経
は
其
の
五
な
り
。

と
述
べ
て
、
五
つ
の
景
教
典
籍
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
伯
氏
は
こ
れ
ら
を
分
類
し
て
、

一
神
論
は
其
の
こ
な
り
。
序
聴
迷
詩
所

景
教
碑
文
、
景
教
三
威
蒙
度
讃
、
尊
経
及
び
志
玄
安
楽
経
並
び
に
大
秦
宣
元
至
本
経
を
「
景
浄
の
文
書
」
と
呼
べ
ば
、

一
神
論
と



序
聴
迷
詩
所
経
と
は
之
を
「
阿
羅
本
の
文
書
」
と
称
し
て
よ
い

と
述
べ
て
、
『
序
聴
迷
詩
所
経
』
「
一
神
論
』

の
二
点
は
、
景
教
伝
来
当
初
の
も
の
と
し
て
、
「
阿
羅
本
の
文
書
」
と
称
し
て
い
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
景
教
伝
来
当
初
と
善
導
と
の
関
連
を
窺
う
こ
と
に
あ
る
の
で
、
善
導
没
後
約
百
年
を
経
過
し
た
「
景
浄
の
文
書
」

は
し
ば
ら
く
置
い
て
、
「
阿
羅
本
の
文
書
」
二
点
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
窺
う
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
『
序
聴
迷
詩
所
経
』
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
羽
田
氏
は
「
こ
れ
を
正
し
い
漢
文
と
認
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
」
と
指
摘
し
、
そ
れ
は
、

経
典
の
撰
者
が
漢
語
漢
文
の
学
習
に
は
従
事
し
な
が
ら
も
、
ま
だ
充
分
に
そ
れ
に
通
達
し
得
な
か
っ
た
異
邦
人
で
あ
り
、
ま
た
そ

（同）

の
文
章
を
補
訂
し
得
る
程
の
教
徒
を
有
し
な
か
っ
た
時
代
に
作
ら
れ
た
が
為
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
し
、
ほ
ほ
同
様
の
性
質
を
持
つ

『
一
神
論
』
と
同
時
期
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
佐
伯
氏
は
、

こ
の
序
聴
迷
詩
所
経
の
撰
述
を
以
て
一
神
論
よ
り
も
二
年
か
三
年
前
若
し
く
は
四
年
か
五
年
前
に
在
り
た
る
も
の
と
推
定
せ
ん
と

す
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
序
聴
迷
詩
所
経
は
貞
観
九
杷
始
め
て
景
教
の
宣
教
師
団
が
団
長
阿
羅
本
の
統
率
の
許
に
在

っ
て
長
安
に
到
着
し
て
か
ら
、
貞
観
十
二
年
（
六
三
八
年
）
秋
太
宗
の
勅
命
に
よ
り
て
大
秦
寺
が
建
て
ら
れ
た
る
頃
ま
で
に
大
徳

阿
羅
本
配
下
の
宣
教
師
団
に
よ
り
て
当
時
の
支
那
の
学
者
の
補
助
を
借
り
て
撰
述
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
思
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
る
。

と
述
べ
て
、
こ
の
経
典
が
唐
朝
に
お
け
る
最
初
の
景
教
経
典
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

羽
田
氏
は
経
題
の
「
序
聴
迷
詩
所
」
に
つ
い
て
、
「
序
聴
迷
詩
詞
」
の
誤
写
で
あ
る
と
し
、
「
エ
ス
・
メ
シ
ア
経
」
で
あ
る
と
し
た
。

佐
伯
氏
も
こ
れ
を
支
持
し
、
さ
ら
に
イ
エ
ス
を
「
移
鼠
」
の
卑
字
を
充
て
た
が
、
経
名
だ
け
は
「
序
聴
（
H
聴
）
」
と
改
め
た
と
論
じ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
神
直
道
氏
は
「
序
聴
迷
詩
所
」
と
は
、
中
世
ベ
ル
シ
ヤ
語
ヤ
ズ
ド
・
モ
l
ク
シ
シ
ヨ
ン

（
神
の
救
い
）

。コ
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（
問
団
）

佐
伯
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
経
典
の
概
要
は
五
つ
に
分
け
ら
れ
、
第
一
段
は
、
天
尊
序
婆
（
裟
）
す
な
わ
ち
神
エ
ホ
バ
の
法
が
示
さ
れ
、

神
は
風
の
如
く
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
善
福
善
縁
の
衆
生
の
み
が
見
る
こ
と
が
で
き
、
悪
業
を
な
す
も
の
は
悪
道
地
獄
に
堕

落
し
て
救
わ
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
第
二
段
は
、
人
間
の
堕
落
と
善
悪
の
審
判
の
問
題
が
示
さ
れ
、
人
間
の
日
常
の
事
柄
に
お
け
る

善
因
善
果
悪
因
悪
果
の
法
則
を
語
り
、
神
を
畏
れ
ず
悪
業
を
続
け
て
国
家
の
命
令
に
背
く
も
の
は
配
流
に
死
す
と
述
べ
、
最
後
に
偶
像

を
崇
拝
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
第
三
段
は
、
前
半
に
お
い
て
景
教
道
徳
の
根
本
で
あ
る
忠
君
愛
国
思
想
と
父
母
孝
養
主
義
と
を

力
説
し
、
天
尊
を
お
そ
れ
る
も
の
は
聖
上
（
皇
帝
）
を
お
そ
れ
父
母
を
お
そ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
事
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ

（
却
）

の
三
事
は
一
な
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
天
尊
の
説
く
十
願
が
示
さ
れ
る
。
第
四
段
は
、
十
願
以
外
に
景
教
信
徒
と
の
実
行
す
べ
き

道
徳
的
訓
戒
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
佐
伯
氏
は
一

1
十
六
の
訓
戒
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
第
五
段
に
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
出
生
・
事
績
・
瞳
罪
等
の
一
代
記
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
も
う
一
つ
の
「
阿
羅
本
の
文
書
」
で
あ
る
『
一
神
論
」
に
つ
い
て
は
、
羽
田
氏
が
巻
尾
に
「
一
神
論
第
二
こ
と
記
す
と
こ
ろ

か
ら
、
「
一
神
論
は
蓋
し
全
朕
の
題
名
な
り
」
と
し
、

此
の
論
述
ぶ
る
所
は
、
要
す
る
に
万
物
悉
く
一
神
の
創
造
し
、

（
幻
）

一
神
の
主
宰
す
る
所
な
る
を
説
け
る
教
理
論

で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

行
文
殆
ど
体
を
成
さ
ず
、
加
ふ
る
に
伝
写
の
謂
少
な
か
ら
ず
し
て
、
文
義
解
し
難
き
も
の
甚
だ
多
し

と
述
べ
て
、
『
序
聴
迷
詩
所
経
』
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
本
論
中
の
「
六
百
四
十
一
年
」
と
い
う
記
述
か
ら
、

本
論
の
述
作
は
実
に
唐
の
貞
観
十
五
年
に
当
た
り
、
景
教
碑
謂
う
所
の
阿
羅
本
が
始
め
て
教
を
伝
え
た
る
貞
観
九
年
を
去
る
こ
と

（
辺
）

僅
か
に
六
年
後
な
り
と
す
。



と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
『
一
神
論
』
は
、
三
種
の
小
品
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
第
一
が
「
聡
第
二
」
で

（幻）

あ
り
、
第
二
が
「
一
天
論
第
一
」
で
あ
り
、
第
三
が
「
世
尊
布
施
論
第
一
一
乙
で
あ
る
。

第
一
段
で
は
、

一
切
万
物
は
す
べ
て
唯
一
神
の
作
り
給
う
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
も
し
一
神
で
な
け
れ
ば
、
天
地
は
保

一
神
の
神
妙
の
力
に
よ
っ
て
天
は
梁
や
柱
が
な
く
と
も
独
立
す
る
と
す
る
。
こ
の
一
神
の
神
妙
力
は
窮
め
て
尽
き
る
、
べ
か
ら
ず
、

て
ず
、

そ
の
神
力
は
余
神
な
く
し
て
た
だ
独
一
神
に
あ
り
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
唯
一
神
は
一
切
処
に
遍
満
し
、
無
按
界
、
無
起
作
、
無
住
所
、

無
時
節
で
あ
る
こ
と
を
一
不
し
、
最
後
に
一
人
の
人
間
に
は
、
身
体
と
魂
暁
と
神
識
と
を
具
足
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
二
段
で
は
、
天
地
創
造
に
関
す
る
問
答
が
設
け
ら
れ
、
地
水
火
風
の
四
色
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
宇
宙
万
物
は
悉
く
神
に
よ
り

て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
神
以
外
に
は
創
造
主
が
い
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
次
に
、
聖
霊
を
風
に
喰
え
、
聖
霊
に
よ
る

霊
魂
へ
の
働
き
を
神
識
と
い
う
言
葉
で
述
べ
、
「
魂
幌
神
識
是
五
車
所
作
」
と
し
て
、
神
識
と
魂
暁
も
五
轟
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
認

識
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
因
果
応
報
の
道
理
も
示
し
、
善
事
は
此
処
（
現
世
）
に
お
い
て
他
に
対
し
て
な
す
こ
と
に
よ
り
て

効
果
が
あ
る
と
し
、
彼
処
（
来
世
）
に
お
い
て
は
そ
の
効
能
が
な
い
と
説
く
。
さ
ら
に
、
景
教
徒
の
生
活
に
つ
い
て
述
べ
、
身
を
清
潔

に
し
て
礼
拝
を
怠
ら
ず
、
戒
律
を
遵
守
す
る
こ
と
を
説
き
、
至
心
に
天
尊
を
礼
拝
す
れ
ば
、

最
後
に
、
善
神
に
縁
り
て
善
業
あ
り
、
愚
人
は
悪
魔
等
の
迷
惑
に
よ
っ
て
悪
道
に
堕
落
せ
し
め
ら
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

第
三
段
は
、
最
初
に
新
約
聖
書
に
示
さ
れ
る
「
山
上
の
垂
訓
」
が
説
か
れ
、
次
に
イ
エ
ス
の
伝
道
か
ら
楳
刑
ま
で
と
古
代
キ
リ
ス
ト

（

μ）
 

教
会
時
代
の
状
況
が
示
さ
れ
、
最
後
に
減
悪
魔
論
と
い
う
べ
き
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
切
の
罪
業
が
除
免
さ
れ
る
と
説
か
れ
る
。

景
教
経
典
の
内
容
に
は
、
当
時
の
中
国
の
人
々
に
景
教
の
教
理
を
伝
え
ん
と
し
て
、
そ
の
用
語
や
文
章
の
諸
処
に
仏
教
用
語
や
仏
教

思
想
に
関
連
す
る
も
の
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

「
阿
羅
本
の
文
書
」
の
二
点
に
つ
い
て
窺
っ
て
み
る
と
、
「
序
聴
迷
詩
所
経
』

で
は
、
「
天
尊
」
「
諸
仏
」
「
阿
羅
漢
」
「
果
報
」
「
称
仏

唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師
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名
」
「
報
仏
慈
恩
」
「
罪
悪
」
「
善
福
普
縁
」
「
悪
業
」
「
堕
悪
道
」
「
閤
羅
王
」
「
仏
法
」
「
受
戒
」
「
衆
生
」
「
破
戒
」
「
諸
天
」
「
清
浄
」

「
威
力
」
「
因
縁
」
「
信
心
」
「
回
向
」
「
精
進
」
な
ど
の
仏
教
用
語
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
「
一
神
論
』

で
は
、
「
神
妙
」
「
大
智
」
「
遍
満
一
切
処
」
「
執
着
」
「
接
界
」
「
常
住
不
滅
」
「
常
減
不
住
」
「
地
水
火
風
」
「
一
切

衆
生
」
「
五
蓮
」
「
神
通
」
「
後
生
」
「
果
報
」
「
一
切
功
徳
」
「
発
心
」
「
身
心
」
「
恭
敬
礼
拝
」
「
不
犯
戒
行
」
「
一
切
罪
業
」
「
讃
歎
」
「
清

浄
心
」
「
智
慧
」
「
善
業
」
「
愚
痴
」
「
解
脱
」
「
堕
悪
道
」
「
覚
悟
」
「
回
向
」
「
善
縁
」
「
三
界
」
「
回
心
」
「
方
便
」
「
世
尊
」
「
布
施
」
「
罪

過
」
「
妄
語
」
「
唯
識
」
「
羅
利
」
「
諸
鬼
」
「
直
道
」
「
地
獄
」
な
ど
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
用
語
は
、
そ
の
本
来
の
音
訓
味
と
は
違
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
「
仏
」
と
い
っ
て

も
景
教
の
神
の
こ
と
を
指
す
し
、
「
天
尊
」
「
世
尊
」
と
は
釈
尊
の
こ
と
で
は
な
く
、
神
や
イ
エ
ス
を
指
し
、
「
布
施
」
は
神
の
恵
み
と

い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
本
来
の
用
語
の
意
味
と
は
違
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
上
に
、
撰
者
が
漢
文
に
通
達
し
て
い
な
い
為
に
極
め
て
難

解
で
あ
る
が
、
恰
も
仏
教
が
中
国
に
伝
わ
っ
た
当
初
の
橋
義
仏
教
の
如
く
、
仏
教
や
道
教
の
用
語
を
使
用
し
て
、
相
当
の
苦
労
を
し
な

が
ら
景
教
の
教
理
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
仏
教
の
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
そ
の
思
想
に
お
い
て
も
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、

「
一
神
論
』
の
「
魂
暁
神
識
是
五
謹
所
作
」
な
ど
も
、
景
教
の
教
理
の
内
容
で
あ
る
魂
幌
と
神
識
と
の
関
係
を
五
離
の
所
作
と
す
る
訳

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
仏
教
と
の
調
和
と
も
ニ
＝
p
え
る
が
、
漬
田
直
也
氏
は
「
景
教
神
学
の
自
己
解
体
で
あ
り
仏
教
へ
の
思
想
的
変
容
で

あ
る
」
し
、
「
景
教
は
唐
代
の
伝
道
当
初
か
ら
仏
・
道
教
と
融
合
し
教
理
を
損
な
っ
て
い
た
と
看
倣
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
」
と
指
摘
す

（お）

る
の
ま
た
、
羽
田
氏
は
忠
孝
の
教
え
を
説
く
儒
教
と
の
調
和
を
計
っ
た
側
面
も
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
指
摘
に
対
し
て
、
景
教
が
「
仏
教
語
や
道
教
に
か
か
わ
る
語
を
多
用
し
て
い
る
の
は
、
景
教
が
仏
教
化
し
た
り
道
教
化

し
た
り
し
て
い
る
と
い
う
意
で
は
な
く
、
ま
た
新
入
宗
教
が
、
権
力
絶
大
の
唐
王
朝
に
阿
訣
し
て
用
い
た
と
い
う
の
も
あ
た
ら
な
い
。

シ
リ
ア
語
や
中
世
ベ
ル
シ
ヤ
語
に
よ
る
語
｜
｜
漢
人
の
宗
教
意
識
に
は
全
く
目
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ー
ー
ー
を
漢
訳
す
る
の
に
従
来
か



（幻）

ら
使
用
し
て
い
た
語
を
あ
て
た
、
と
い
う
に
す
ぎ
ぬ
」
と
い
う
神
氏
の
意
見
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
景
教
が
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
指
摘
の
一
方
で
、
景
教
側
か
ら
は
、
仏
教
の
用
語
を
使
用
し
て
い
て
も

景
教
の
教
理
を
変
容
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
景
教
が
仏
教
に
影
響
を
与

え
て
い
る
面
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
、
景
教
と
浄
土
教
、
特
に
景
教
と
善
導
と
の
関
連
を
示
す

指
摘
な
の
で
あ
る
。四

、
景
教
と
善
導
大
師

景
教
と
浄
土
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
佐
伯
氏
は
、
最
初
期
の
論
文
『
景
教
碑
文
研
究
』
に
お
い
て
、
中
国
浄
土
教
の
三
祖
、
曇

驚
・
道
梓
・
善
導
と
景
教
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
景
教
の
中
国
伝
来
に
至
る
ま
で
の
時
期
と
、
曇
驚
や
道
悼
の
時

代
が
重
な
る
と
い
っ
た
程
度
で
あ
る
が
、
特
に
善
導
に
関
し
て
は
、

我
が
親
驚
上
人
と
の
信
仰
の
主
義
上
、
関
係
の
密
な
る
も
の
と
伝
へ
ら
れ
た
る
善
導
大
師
の
入
寂
に
先
立
つ
こ
と
四
年
、
儀
風
年

間
に
当
た
り
て
波
斯
の
三
卑
羅
斯
抗
告
立

E
印
）
が
長
安
醒
泉
坊
の
東
に
波
斯
寺
を
建
て
た
る
の
事
実
は
宗
敏
求
の
長
安
志
に
拠

る
も
明
な
り
と
す
。
さ
れ
ば
善
導
大
師
の
世
、
既
に
長
安
の
都
に
於
て
人
目
を
引
く
に
足
る
べ
き
景
教
の
活
動
あ
り
し
ゃ
知
る
べ

き
な
り
。
況
ん
や
碑
文
に
善
導
大
師
を
厚
遇
せ
し
高
宗
皇
帝
に
関
し
て
「
高
宗
大
帝
克
恭
讃
祖
潤
色
真
宗
而
於
諸
州
各
置
景
寺
の

崇
阿
羅
本
為
鎮
国
大
法
主
法
流
十
道
国
富
元
休
寺
満
百
域
家
段
景
福
」
と
あ
る
に
お
い
て
を
や
善
導
大
師
と
景
教
と
の
聞
に
年
代

（お）

的
関
係
の
存
在
を
否
認
す
べ
か
ら
ざ
る
や
知
る
べ
き
な
り

と
述
べ
て
、
そ
の
関
係
を
強
調
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
「
大
秦
景
教
流
行
中
国
碑
」
の
シ
リ
ア
語
部
分
に
景
教
僧
が
妻
帯
し
て
い
た
こ
と
を
記
す
丈
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師

七
九



唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師
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信
仰
上
、
善
導
と
の
関
係
が
密
で
あ
る
親
驚
に
言
及
し
、
仏
教
の
肉
食
妻
帯
主
義
と
景
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
、
「
肉
食
妻
帯

主
義
等
の
《
背
景
》
に
景
教
的
勢
力
の
潜
む
」
こ
と
ま
で
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
道
旗
泰
誠
氏
は
、
善
導
が
長
安
に
お
い
て
念
仏
を
弘
通
し
て
い
た
時
に
景
教
と
の
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、

景
教
は
一
神
的
福
音
主
義
な
る
と
共
に
、
未
来
的
生
命
と
他
力
的
顛
罪
を
高
調
す
る
宗
教
な
る
が
故
に
、
善
導
を
し
て
大
い
に
景

教
に
学
ば
し
む
る
所
あ
っ
た

と
述
べ
て
、
具
体
的
に
善
導
が
景
教
か
ら
受
け
た
感
化
に
つ
い
て
、
「
第
一
下
層
階
級
に
伝
道
せ
し
こ
と
」
「
第
二
六
時
礼
讃
の
制
定
」

「
第
三
観
無
量
寿
経
疏
の
神
学
は
景
教
神
学
の
模
倣
な
る
こ
と
」
「
祖
先
崇
敬
死
者
の
回
向
を
景
教
よ
り
学
び
し
こ
と
」
の
四
点
を
挙
げ

て
い
る
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
を
一
不
す
と
、
「
大
秦
景
教
流
行
中
国
碑
」
に
「
七
時
礼
讃
大
庇
存
亡
」
と
あ
る
の
は
、

一
日
に
七

度
の
札
讃
を
な
し
、
生
存
者
（
存
）
と
死
亡
者
（
亡
）
の
生
霊
の
為
に
祈
る
と
い
う
意
で
あ
る
が
、
こ
の
讃
美
礼
拝
の
影
響
を
受
け
て
、

善
導
が
六
時
札
讃
行
道
念
仏
の
一
日
六
回
の
礼
拝
を
制
定
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
善
導
教
学
の
特
徴
で
あ
る
称
名
念
仏
に
つ

い
て
も
「
口
称
念
仏
は
善
導
の
創
意
か
と
云
う
に
、
決
し
て
然
ら
ず
。
こ
れ
こ
そ
実
に
景
教
の
感
化
に
し
て
、
景
教
の
僧
侶
が
日
々
勤

行
し
て
居
っ
た
主
の
穣
や
使
徒
信
経
の
連
称
を
模
倣
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
」
と
し
、
「
景
教
の
僧
侶
が
珠
数
を
爪
繰
っ
て
主
の
稽
や

の
功
徳
を
受
け
る
と
信
じ
て
行
っ
た
行
法
が
、
其
佳
仏
教
に
移
っ
て
行
っ
て
珠

詩
篇
や
使
徒
信
経
を
連
称
し
て
天
主
（
基
督
の
こ
と
）

数
爪
繰
っ
て
唱
へ
る
口
称
念
仏
と
な
り
、
之
を
易
行
他
力
の
法
門
と
善
導
は
し
て
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
善

導
の
宗
致
は
思
寵
他
力
の
易
行
門
に
外
な
ら
な
い
」
と
結
び
、
こ
の
「
恩
寵
他
力
の
道
は
景
教
の
根
本
信
仰
に
し
て
、
如
何
に
罪
業
深

重
な
る
罪
人
と
難
も
信
仰
に
よ
り
て
義
と
せ
ら
る
る
宗
教
」
で
あ
る
景
教
の
教
理
を
、
善
導
の
称
名
念
仏
救
済
往
生
の
教
義
に
当
て
は

め
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
が
、
本
稿
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
善
導
が
景
教
徒
と
の
交
流
を
通
し
て
、
阿
弥
陀
仏
へ
の
信
仰
に
よ
る
救
済



と
い
う
教
義
を
確
立
し
て
い
っ
た
と
い
う
如
き
見
解
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
時
代
状
況
か
ら
善
導
と
景
教
の
両
者
の
関
係
は
否
定
で
き
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
善
導
が
景
教
の
教
理
や
実
践
体
系
に
触
発

さ
れ
た
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
意
見
も
あ
る
。
清
水
澄
氏
は
景
教
と
の
関
わ
り
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
善
導
教
義
の
特
徴
の
一
っ
と
一
＝
守
え

る
機
悔
滅
罪
に
焦
点
を
当
て
、
両
者
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

①
景
教
経
典
（
「
序
聴
迷
詩
所
経
」
『
一
神
論
』
）
に
慨
悔
と
い
う
用
語
は
な
い
。

②
目
。
目
。
－
o
m
2
3
5
2
g
。

s’E
2
2
（
告
白
・
悔
い
改
め
・
信
仰
）
を
合
意
で
き
る
言
葉
は
若
干
見
出
せ
る
。

③
キ
リ
ス
ト
者
と
な
る
も
な
お
罪
業
を
重
ね
る
と
い
う
罪
悪
の
根
源
性
に
つ
い
て
の
認
識
の
強
調
は
あ
る
。

④
神
の
慈
愛
と
イ
エ
ス
の
噴
い
の
死
が
説
か
れ
る
が
、
善
導
の
阿
弥
陀
仏
観
中
に
暗
い
の
死
と
い
う
要
素
は
全
く
な
い
。

⑤
善
導
に
お
い
て
罪
業
は
人
間
自
身
の
罪
悪
性
の
中
に
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
景
教
経
典
で
は
悪
魔
の
仕
業
と
し
て
外
的
に

み
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
最
も
大
き
な
相
違
点
で
あ
り
、
道
紳
や
善
導
に
み
ら
れ
る
自
己
原
因
的
な
罪
悪
凡
夫
観
と
全
く
異
質
で

あ
る
。

な
ど
の
点
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

善
導
浄
土
教
に
特
徴
的
な
全
身
の
毛
穴
か
ら
出
血
す
る
ま
で
の
厳
し
い
形
ま
で
深
め
ら
れ
た
機
悔
は
、
そ
の
用
語
す
ら
な
い
こ
と
。

ま
た
、
罪
業
が
悪
魔
の
仕
業
と
し
て
外
的
で
あ
る
こ
と
。
就
中
、
称
名
思
想
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
と
の
三
つ
の
主
要
な
理
由
に
よ

っ
て
、
益
口
導
浄
土
教
が
景
教
に
触
発
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
寧
ろ
景
教
の
方
が
、
就
中
、
用
語
法

（泌）

に
お
い
て
浄
土
教
的
な
も
の
を
借
り
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

シ」
lν

、善
導
浄
土
教
の
機
悔
観
・
罪
悪
観
は
大
乗
仏
教
の
そ
れ
ら
の
必
然
的
で
本
来
的
な
展
開
で
あ
り
、
曇
鷲
・
道
梓
等
の
先
達
を
伝
承

唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師

｝＼ 



八
二（お）

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
景
教
の
影
響
と
い
う
歴
史
的
偶
然
の
契
機
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
よ
い
。

唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師

と
結
論
づ
け
て
い
る
。

藤
田
宏
達
氏
も
清
水
氏
の
こ
の
指
摘
を
支
持
し
、

善
導
と
同
時
代
の
景
教
の
残
存
文
献
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
限
り
、
こ
の
指
摘
は
支
持
し
う
る
も
の

で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
、
善
導
の
機
悔
・
滅
罪
の
思
想
に
は
、
景
教
の
影
響
を
認
め
る
余
地
は
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。

五
、
結
び

善
導
が
長
安
で
活
躍
を
始
め
る
の
は
、
道
縛
が
示
寂
し
て
後
、
終
南
山
に
本
拠
地
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
す
な
わ
ち
貞
観
十

九
年
（
六
四
五
）
以
降
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
既
に
貞
観
九
年
に
阿
羅
本
が
景
教
を
伝
え
、
貞
観
十
二
年
に
は
義

寧
坊
に
大
秦
寺
が
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
大
秦
寺
の
あ
る
義
寧
坊
は
、
長
安
城
で
最
も
賑
や
か
な
西
市
の
西
北
に
あ
っ
て
、
西
市
の
す
ぐ
南
の
懐
遠
坊
に
あ
っ

た
光
明
寺
と
は
、
か
な
り
近
い
距
離
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
善
導
存
命
中
に
西
市
の
北
隣
の
醒
泉
坊
に
波
斯
寺
を
建

て
た
と
の
記
録
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
光
明
寺
に
お
い
て
説
法
し
て
い
た
善
導
が
、
景
教
の
波
斯
僧
達
の
活
動
を
見
聞
き
し
て
い
た
可
能

性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（お）

し
か
し
、
か
と
い
っ
て
善
導
が
「
縞
か
に
景
教
の
教
会
を
訪
問
し
て
そ
の
礼
拝
に
列
し
て
い
る
に
相
違
な
い
」
と
断
定
し
て
、
六
時

礼
讃
等
の
浄
土
教
儀
礼
や
観
経
疏
に
示
さ
れ
る
善
導
教
学
が
景
教
の
模
倣
で
あ
る
と
す
る
の
は
、

い
さ
さ
か
暴
論
に
過
ぎ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。



こ
の
よ
う
に
、
景
教
が
善
導
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
主
張
は
、
主
に
善
導
の
著
作
や
思
想
に
景
教
に
類
似
し
て
い
る
点
を
探
し
出

し
て
論
じ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
善
導
の
著
作
の
具
体
的
な
箇
所
を
示
し
た
上
で
、
両
者
を
比
較
検
討
し
て
論
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は

：、‘。

争
h
l

しこ
れ
に
対
し
て
清
水
氏
は
「
今
、
許
さ
れ
る
最
も
確
実
な
検
討
方
法
は
、
残
存
景
教
経
典
の
中
に
善
導
大
師
を
触
発
す
る
何
も
の
か

（ぬ）

の
存
す
る
こ
と
を
探
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、
先
に
示
し
た
①
1
⑤
の
検
討
結
果
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
も
、
例
え
ば
『
序
聴
迷
詩
所
経
」
に
は
「
人
急
之
時
、
毎
称
仏
名
」
と
あ
っ
て
、
「
仏
名
を
称
す
る
」
と
い
う
善
導
の

（必）

称
名
念
仏
と
似
た
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
佐
伯
氏
が
「
苦
し
き
時
の
神
だ
の
み
の
こ
と
」
と
訳
し
て
い
る
よ
う
に
、
善

導
の
い
う
如
き
の
称
名
念
仏
思
想
と
関
連
が
あ
る
と
は
到
底
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
、
善
導
の
慨
悔
観
・
罪
悪
観
に
つ
い
て
、
「
景
教
の
影
響
と
い
う
歴
史
的
偶
然
の
契
機
を
考
慮
す
る
必
要

は
な
い
」
と
か
「
景
教
の
影
響
を
認
め
る
余
地
は
な
い
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
善
導
へ
の
景
教
の
影
響
を
見
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
推
論
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
景
教
研
究
の
契
機
と
な
っ
た
「
大
秦
景
教
流
行
中
国
碑
」

が
発
掘
さ
れ
た
際
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。
異
端
と
さ
れ
て
い
た
波
斯
僧
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
中
国
に
ま
で
伝
道
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
は
あ
る
種
の
感
銘
を
持
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
思
い
は
昂
じ
て
、
や
が
て
キ
リ
ス
ト
教
思
想
は
仏
教
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
な
り
、
景
教
と
浄
土
教

と
の
関
連
が
推
論
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
れ
は
、

い
み
じ
く
も
景
教
関
係
者
の
主
張
に
顕
れ
て
い
る
如
く
、
景
教
と
浄
土
教
と
の
類
似
点
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
唯
一
絶
対
神
と
阿
弥
陀
仏
一
仏
、
神
の
恩
寵
と
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
救
済
、
主
の
薦
り
と
称
名
念
仏
、
七
度
礼
拝
と
六
時

礼
讃
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
と
善
導
浄
土
教
の
両
者
に
表
面
上
の
類
似
点
を
多
少
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
浄
土
教
思
想
は
キ

唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師

J¥ 



リ
ス
ト
教
の
思
想
が
伝
播
し
影
響
し
て
生
育
し
た
に
相
違
な
い
と
い
う
結
論
が
先
に
あ
っ
た
上
で
、
両
者
の
関
連
が
推
論
さ
れ
て
き
た

唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師

人
四

よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
近
年
に
は
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
の
現
場
で
も
利
用
さ
れ
て
い
た
傾
向
も
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
巷

聞
に
広
が
っ
て
い
っ
た
理
由
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
思
想
的
背
景
の
全
く
違
う
唐
初
の
景
教
と
善
導
浄
土
教
に
つ
い
て
、
多
少
の
類
似
点
を
以
て
そ
の
関
連
を
語
る
こ

と
は
、
今
の
と
こ
ろ
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

註（
1

）

3 2 

拙
論
「
善
導
教
義
と
そ
の
周
辺
」
｜
｜
『
観
経
四
帖
疏
』
と
浄
影
寺
慧
遠
の
『
観
経
疏
』
と
の
関
連
（
『
村
上
速
水
先
生
喜
寿
記
念

親
驚
教
学
論
叢
』
七
七
一
頁
以
下
）

拙
論
「
善
導
に
お
け
る
戒
律
と
機
悔
」
（
「
戒
律
と
倫
理
』
日
本
仏
教
学
会
編
六
三
頁
以
下
）

宇
野
順
治
「
善
導
大
師
の
生
涯
と
そ
の
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
」
（
『
宗
学
院
論
輯
』
四
四
四
二
貝
）

山
崎
宏
「
善
導
大
師
と
そ
の
時
代
」
（
浄
土
宗
教
学
院
研
究
所
『
仏
教
文
化
研
究
』
二
六
二
三
頁
）

註（
3
）
山
崎
宏
前
掲
書
二
四
頁

久
保
有
政
＋
ケ
ン
・
ジ
ョ
セ
フ
著
「
聖
書
に
隠
さ
れ
た
日
本
・
ユ
ダ
ヤ
封
印
の
古
代
史
2
』
仏
教
・
景
教
篇
八
四
頁

註（
5
）
前
掲
書
一
七
O
頁

な
お
、
こ
の
『
世
尊
布
施
論
』
（
「
一
神
論
』
の
一
部
）
が
西
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。

ま
た
、
こ
れ
と
同
様
の
記
述
が
演
田
直
也
氏
の
「
景
教
経
典
「
一
神
論
』
と
そ
の
傍
教
的
性
格
に
つ
い
て
」
（
大
谷
大
学
文
芸
論
叢

六
八
六
二
頁
）
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

「
一
神
論
』
が
富
岡
謙
蔵
没
後
、
御
遺
族
の
依
頼
を
受
け
た
高
楠
順
次
郎
を
経
て
西
本
願
寺
に
寄
贈
さ
れ
、
い
ま
は
未
公
開
文

書
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
て

と
い
う
記
載
が
あ
る
が
、
本
稿
作
成
に
際
し
漬
田
氏
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
「
西
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
の
は

事
実
誤
認
で
あ
っ
て
、
他
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
最
近
判
明
し
、
現
在
詳
細
を
調
査
中
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
、
演

田
氏
が
こ
の
間
の
事
情
を
発
表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
そ
れ
を
待
ち
た
い
。

因
み
に
、
た
と
え
西
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
敦
慢
で
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
一
般
書
』

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

七



7 

O
頁
で
述
べ
る
如
き
、
親
驚
も
景
教
の
典
籍
を
読
ん
で
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

キ
リ
ス
ト
の
神
性
と
人
性
に
関
す
る
論
争
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
学
派
と
ア
ン
テ
イ
オ
ケ
学
派
の
論
争
で
あ
っ
た
。
ア
ン
テ
イ
オ

ケ
学
派
の
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
は
、
五
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
い
て
、
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
を
産
ん
だ
こ
と
か
ら
母
マ
リ
ア
を

「
神
の
母
」
と
呼
ぶ
マ
リ
ア
崇
拝
が
起
き
た
こ
と
を
危
慎
し
て
、
「
キ
リ
ス
ト
の
母
」
と
呼
ぶ
べ
き
と
し
た
。
こ
の
こ
と
が
キ
リ
ス
ト

に
二
人
格
を
認
め
る
も
の
と
さ
れ
、
四
一
一
二
年
エ
ペ
ソ
で
の
第
三
回
宗
教
会
議
に
お
い
て
異
端
と
決
定
さ
れ
、
四
三
六
年
リ
ビ
ア
に

追
放
さ
れ
、
十
五
年
後
エ
ジ
プ
ト
で
逝
去
す
る
。

な
お
、
こ
の
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
追
放
お
よ
び
異
端
の
諸
事
情
に
は
次
の
二
点
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
教
会
学
派
の
論
争
に
は
必
ず
皇
帝
す
な
わ
ち
政
治
権
力
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
と
、
教
会
内
の
神
学
論
争
や
抗
争
の
裏
に
は
、

あ
ら
わ
な
、
時
に
陰
湿
な
権
力
闘
争
の
臭
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
神
直
道
『
景
教
入
門
』
二
四
頁
）

塚
田
康
信
「
大
秦
景
教
流
行
中
国
碑
の
研
究
」
（
福
岡
教
育
大
紀
要
第
五
分
冊
芸
術
保
健
体
育
家
政
技
術
科
編
七
頁
）

「
大
秦
景
教
流
行
中
国
碑
須
」
（
『
大
正
蔵
』
五
四
一
三
八
九
頁
以
下
）

佐
伯
好
郎
『
景
教
の
研
究
』
一
一
一
頁

註
（
叩
）
佐
伯
好
郎
前
掲
書
二
六
頁
以
下

神
直
道
『
景
教
入
門
』
一
五
頁
以
下
。
景
教
は
中
世
ペ
ル
シ
ャ
語
の
批
音
訳
で
「
他
と
は
異
な
る
す
ぐ
れ
た
教
え
」
と
い
う
意
と
す

ヲ心。『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
の
著
者
は
、
長
安
西
明
寺
の
僧
円
照
で
あ
る
が
、
日
本
の
弘
法
大
師
空
海
が
遣
唐
使
と
し
て
滞
在
し
た
の

が
西
明
寺
で
あ
り
、
空
海
が
円
照
か
ら
仏
教
を
学
び
、
般
若
三
蔵
か
ら
党
語
や
密
教
を
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、
空
海
も
景
浄
か
ら
景
教

を
学
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
論
（
川
口
一
彦
「
景
教
の
た
ど
っ
た
道
｜
｜
l
東
周
り
の
キ
リ
ス
ト
教
｜
｜
』
キ
リ
ス
ト
新
聞
社

一
一
三
頁
以
下
）
も
あ
る
。

コ
ロ
タ
イ
プ
版
「
一
神
論
巻
一
一
一
』
（
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
）
羽
田
亨
「
解
説
」
一
頁

註
（
叩
）
佐
伯
好
郎
前
掲
書
六
二
七
頁

羽
田
亨
「
景
教
経
典
序
聴
迷
詩
所
経
に
就
い
て
」
（
「
内
藤
博
士
還
暦
祝
賀
支
那
学
論
叢
』
九
頁
）

註
（
叩
）
佐
伯
好
郎
前
掲
書
六
七
四
頁

註
（
ロ
）
神
直
道
前
掲
書
三
七
頁

註
（
叩
）
佐
伯
好
郎
前
掲
書
六
八
O
頁
、
以
下
の
内
容
は
、
主
に
羽
田
・
佐
伯
の
解
釈
に
基
づ
く
。

12 11 10 9 8 （日）
（凶）

（日）
（凶）

（口）
（問）

（凶）唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師

八
五



唐
初
の
景
教
と
善
導
大
師

八
六

20 

こ
の
十
願
に
は
い
く
つ
か
の
欠
文
が
見
ら
れ
る
が
、
旧
約
聖
書
の
十
戒
に
配
当
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
佐
伯
氏
は
十
戒
で
は
な

く
、
十
一
一
使
徒
の
「
生
と
死
と
の
二
道
」
と
し
て
い
る
。

註（
H
）
羽
田
亨
前
掲
書
「
解
説
」
二
頁

註
（
凶
）
羽
田
亨
前
掲
書
「
解
説
」
三
頁

註
（
叩
）
佐
伯
好
郎
前
掲
書
六
一
一
七
頁
、
以
下
の
内
容
は
、
主
に
羽
田
・
佐
伯
の
解
釈
に
基
づ
く
。

註
（
臼
）
神
直
道
前
掲
書
九
七
頁

演
田
直
也
「
景
一
一
教
経
典
「
一
神
論
』
と
そ
の
偽
教
的
性
格
に
つ
い
て
」
（
大
谷
大
学
文
芸
論
叢
六
八
七
二
頁
）

註
（
同
）
羽
田
亨
前
掲
書
一
五
頁
以
下

註
（
ロ
）
神
直
道
前
掲
書
三
四
頁

佐
伯
好
郎
『
景
教
碑
文
研
究
』
（
ア
ジ
ア
学
叢
書
十
七
一
一
一
二
頁
）
一
九
一
一
年

註
（
却
）
佐
伯
好
郎
前
掲
書
一
一
八
頁

道
鎮
泰
誠
『
善
導
大
師
に
与
え
し
景
教
（
基
督
教
）
の
感
化
』
（
基
督
教
優
越
性
叢
書
第
一
巻
五
二
頁
）
一
九
二
七
年

註
（
却
）
道
旗
泰
誠
前
掲
書
六
O
頁

註
（
却
）
道
旗
泰
誠
前
掲
書
九
O
頁
以
下
の
「
」
の
引
文
は
、
九
二
頁
・
一

O
O頁
・
一

O
三
頁

清
水
澄
「
罪
悪
と
機
悔
｜
｜
宗
教
学
的
覚
え
書
1

1
」
附
浄
土
教
の
機
悔
滅
罪
瞥
見
｜
｜
景
教
と
の
関
わ
り
の
可
能
性
｜
｜
」

（
「
善
導
教
学
の
研
究
』
一
六
三
頁
以
下
）

註
（
お
）
清
水
澄
前
掲
書
一
六
五
頁

註
（
お
）
清
水
澄
前
掲
書
一
六
六
百
八

藤
田
宏
達
「
善
導
』
（
講
談
社
一
五
五

1
一
五
六
頁
）

註（
3
）
山
崎
宏
前
掲
書
二
四
頁

註
（
却
）
道
旗
泰
誠
前
掲
書
四
八
頁

註
（
お
）
清
水
澄
前
掲
書
一
六
回
頁

註
（
叩
）
佐
伯
好
郎
前
掲
書
六
七
八
頁

33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 （出）
（お）

（話）
（訂）

（沼）
（却）

（却）


